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通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
テ
ー
マ
が
「
全
身
麻
酔
件
数
」
の
増
で
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
多

れ
る
背
景
が
多
い
と
考
え
て
い
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。
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あすなろ開放型病床 ・登録医を通して医療をより身近に

ハートライフ病院の地域連携
入院中の経過や結果をハー
トライフ病院の医師からク
リニックの医師へ。

ハートライフ病院で入院･検査
クリニックの医師も一緒に診察したり、
情報交換をして治療を進めます。

普段は自宅から通いやすい
近くのクリニックに通院

○○クリニック

あすなろ
北谷町北谷町 うるま市うるま市うるま市うるま市うるま市

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

宜野湾市宜野湾市

浦添市浦添市浦添市浦添市

那覇市那覇市那覇市那覇市那覇市那覇市

特定医療法人かりゆし会かりゆし会

ハートライフ病院ハートライフ病院ハートライフ病院

しろま眼科医院しろま眼科医院

しろま眼科クリニック
西原町字小橋川１５４-１３ 

ＴＥＬ (098)９４４－１００１

●診療内容●　眼科　白内障手術　コンタクトレンズ

プロフィール
平成4年3月　琉球大学医学部医学科卒業
平成8年4月　琉球大学医学部医学研究科
　　　　　　博士課程終了
平成8年8月～平成15年4月、琉球大学医学
部附属病院、沖縄県立八重山病院勤務、
ハートライフ病院にて勤務。
平成１７年４月　しろま眼科クリニック開業

医学博士、日本眼科学会専門医、
日本眼科学会会員、日本眼科医会
会員

院　長

城 間 　 正

手
術
�
眼
科
レ
�
ザ
�
治
療
な
ど
最
新
の
医

療
機
器
を
用
い
て
地
域
医
療
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
ス
タ
�
フ
一
同
と
と
も
に
努

力
し
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
�
現
在
�

当
ク
リ
ニ
�
ク
は
看
護
師
三
名
�
検
査
員
一

名
�
事
務
四
名
の
ス
タ
�
フ
で
診
療
し
て
お

り
ま
す
�
し
か
し
�
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
�
フ

が
眼
科
で
の
勤
務
経
験
が
な
く
開
業
当
初
は

診
療
に
時
間
が
か
か
り
患
者
さ
ん
の
待
ち
時

間
も
長
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
�

開
業
七
�
月
を
経
過
し
た
現
在
は
ス
タ
�
フ

の
努
力
も
あ
り
待
ち
時
間
も
改
善
し
て
お
り

ま
す
�
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
�

月 火 水 木 金 土

午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午 後 ○ 手　術 ○ 休　診 ○ ○

受付時間：午前　8：30 ～ 12：00
　　　　　午後 13：30 ～ 17：00

休　　診：日曜日・祝祭日
　　　　　木曜日の午後

診療体制表
　

医

院

紹

介

院
長

城

間
　

正
　

　

こ
の
度
�
二
〇
〇
五
年
四
月
六
日
に
西
原

町
小
橋
川
に
て�
し
ろ
ま
眼
科
ク
リ
ニ
�
ク
�

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
�
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
�

　

琉
球
大
学
附
属
病
院
眼
科
�
県
立
八
重
山

よなみね内科よなみね内科よなみね内科

小那覇

●交番

ＳＳ●
西原町
役場●

国
道
329329
号
線

坂田←
浦添市

�
沖
縄
市

与
那
原
�

首
里
�

�
琉
大

マックス
バリュ●

　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■坂田　　　■坂田坂田　　　■坂田

しろま
眼科クリニック

●
サンエー　
西原シティ

　　　■

病
院
�
ハ
�
ト
ラ
イ

フ
病
院
で
は
�外
来
�

手
術
と
眼
科
全
般
に

わ
た
る
経
験
と
研
鑽

を
積
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
�
今
後
は
�
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
白
内
障
日
帰
り

▲スタッフの皆さんと
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月 火 水 木 金 土 日

午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 診

午 後 ○ ○ ○ ○ ○ 休 診 休 診

診療体制表

ASUNARO 開放型病床 ・登録医を通して医療をより身近に

ハートライフ病院の地域連携
　開放型病床とは、地域で特殊検査が必要な方がいらっ
しゃる場合に、地域の医師がハートライフ病院の検査機
器を利用したり、入院ベッドの予約を入れ、利用できる
しくみのことです。ハートライフ病院では、入院･治療･
特殊検査を地域の方々に提供できる病院機能を生かして
いきたいと考え、地域の医師と地域連携を組んでいます。

普段は自宅から通いやすい
近くのクリニックに通院

○○クリニック

入院や精密検査・特殊検査
が必要な場合は、クリニッ
クの医師がハートライフ病
院へ検査の手配をします。

ハートライフ病院で入院･検査
クリニックの医師も一緒に診察
情報交換をして治療を進めます。

よなみね内科
宜野湾市普天間２-４-５

ＴＥＬ (098)８９４－１０００

●診療内容●　内科　小児科　循環器科　呼吸器科

プロフィール
昭和43年 和歌山県立医科大学卒業
　　　　　琉球政府立中部病院研修
昭和48年　琉球大学保健学部
　　　　　附属病院・内科
昭和55年　南部徳洲会病院・内科
昭和57年　北谷病院・内科
平成 9年　よなみね内科開院

院　長

与 那 嶺　 毅

で
は
こ
れ
ら
の
実
践
・
達
成
は
か
な
り
難
し

い
も
の
で
す
�
積
極
的
活
動
・
弛
ま
ぬ
努
力

が
必
要
で
�
開
院
九
年
を
過
ぎ
て
�
未
だ
途

上
に
あ
り
�
模
索
中
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
�

　

我
が
診
療
所
も
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
デ
イ

ジ
�
ズ
が
診
療
の
主
体
で
あ
り
�
守
備
範
囲

で
あ
り
�
ど
う
し
て
も
専
門
医
・
病
院
の
力

を
借
り
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
�
病
診
連
携

は
私
に
と
�
て
必
携
の
道
具
で
す
�
ハ
�
ト

ラ
イ
フ
病
院
へ
は
�
開
院
依
頼
た
く
さ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
�
救
急
患
者
さ
ん
へ
の

迅
速
対
応
�
入
院
治
療
患
者
さ
ん
の
受
け
入

れ
�
専
門
先
進
医
療
の
ご
意
見
�
精
密
検
査

な
ど
�
ま
た
逆
紹
介
も
い
た
だ
き
�
深
く
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
�

　

顔
の
見
え
る
連
携
・
気
持
ち
の
通
ず
る
連

携
�つ
う
か
あ
の
仲
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
�

受付時間：午前 8：30 ～ 12：00
　　　　　午後 14：00 ～ 18：00

休　　診：祝祭日・日曜日
　　　　　土曜日の午後

　

医

院

紹

介

院
長

与

那

嶺

毅
　

　

本
欄
へ
の
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
��
あ
す
な
ろ
�
の
発
展
を
期
待
い
た
し

ま
す
�

　

平
成
九
年
�
普
天
間
市
場
の
外
れ
�
い
す

の
木
通
り
に
面
し
て
無
床
診
療
所
を
開
院
し

ま
し
た
�
地
域
に
貢
献
・
信
頼
さ
れ
る
医
療

を
目
標
に
家
庭
医
と
し
て
�
Ｇ
Ｐ
と
し
て
の

開
院
で
す
�
プ
ラ
イ
マ
リ
�
ケ
ア
医
学
会
な

ど
で
は
�
開
業
医
の

役
割
と
し
て
�
近
接

性
・
継
続
性
・
包
括

性
・
協
調
性
・
責
任

性
を
掲
げ
�
求
め
て

い
ま
す
�
実
際
の
場

「あすなろ」へのご意見、

ご感想をお聞かせ下さい。

　病院内の投書用紙や、

メールで受け付けていま

す。メールの場合は、下記

のメールアドレス宛へお送

り下さい。

メール：pr@heartlife.or.jp

ホームページも随時更新中です !!

 http://www.heartlife.or.jp/

沖
銀
●

新垣

登又

よなみね内科

■■

宜
野
湾

市
役
所

　
　

●

内間

我如古

国
道
329

号
線

国
道
330

号
線

←大謝名

奥間

�
沖
縄
市

与
那
原
�
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あすなろ

6

あすなろ

　昨年 9月 25 日～ 30 日に行われました、「患者満足度調査」には、多数の皆様の御協力を頂きました。アンケート調査には、「外　昨年 9月 25 日～ 30 日に行われました、「患者満足度調査」には、多数の皆様の御協力を頂きました。アンケート調査には、「外　昨年 9月 25 日～ 30 日に行われました、「患者満足度調査」には、多数の皆様の御協力を頂きました。アンケート調査には、「外
来」「入院」「透析」「人間ドック」の各部門をご利用の皆様に御協力頂き、総数 802 件のご意見をお寄せ頂きました。前号では、来」「入院」「透析」「人間ドック」の各部門をご利用の皆様に御協力頂き、総数 802 件のご意見をお寄せ頂きました。前号では、来」「入院」「透析」「人間ドック」の各部門をご利用の皆様に御協力頂き、総数 802 件のご意見をお寄せ頂きました。前号では、
暫定結果のみをお伝えしましたので、今号では、更に詳細な内容をお知らせいたします。 暫定結果のみをお伝えしましたので、今号では、更に詳細な内容をお知らせいたします。 暫定結果のみをお伝えしましたので、今号では、更に詳細な内容をお知らせいたします。 
※「先端医療の豆知識」と「体においしいおすすめレシピ」はお休みさせて頂きます。※「先端医療の豆知識」と「体においしいおすすめレシピ」はお休みさせて頂きます。※「先端医療の豆知識」と「体においしいおすすめレシピ」はお休みさせて頂きます。

患 者 満 足 度 調 査 結 果 報 告患 者 満 足 度 調 査 結 果 報 告患 者 満 足 度 調 査 結 果 報 告

●患者様からの御意見に対するお答え●●患者様からの御意見に対するお答え●●患者様からの御意見に対するお答え●
　今回、患者様にアンケート調査いたしましたところ多くの方に御協力いただき誠に有り難うございました。ま　今回、患者様にアンケート調査いたしましたところ多くの方に御協力いただき誠に有り難うございました。ま　今回、患者様にアンケート調査いたしましたところ多くの方に御協力いただき誠に有り難うございました。ま

た、多くの方々からおほめの言葉や苦情、貴重なご意見を頂戴いたしました。一つ一つのご意見を検討し、改善た、多くの方々からおほめの言葉や苦情、貴重なご意見を頂戴いたしました。一つ一つのご意見を検討し、改善た、多くの方々からおほめの言葉や苦情、貴重なご意見を頂戴いたしました。一つ一つのご意見を検討し、改善

に結び付け、少しでも皆様に満足していただけるように努力していきたいと考えております。に結び付け、少しでも皆様に満足していただけるように努力していきたいと考えております。に結び付け、少しでも皆様に満足していただけるように努力していきたいと考えております。

[ 外来 ]および「入院」[外来 ]および「入院」
　医師、看護師などスタッフに対して親切で説明も十分にしてもらい満足というおほめの言葉も多々頂戴しまし　医師、看護師などスタッフに対して親切で説明も十分にしてもらい満足というおほめの言葉も多々頂戴しまし　医師、看護師などスタッフに対して親切で説明も十分にしてもらい満足というおほめの言葉も多々頂戴しまし

た。しかし、「対応や言葉遣いが悪い。優しく接して欲しい。思いやりや親切さがない。」というご指摘も頂きまた。しかし、「対応や言葉遣いが悪い。優しく接して欲しい。思いやりや親切さがない。」というご指摘も頂きまた。しかし、「対応や言葉遣いが悪い。優しく接して欲しい。思いやりや親切さがない。」というご指摘も頂きまた。しかし、「対応や言葉遣いが悪い。優しく接して欲しい。思いやりや親切さがない。」というご指摘も頂きま

した。医療の原点でもあります「優しく　思いやりのある態度で患者様に接する」と言うことを職員一人一人がした。医療の原点でもあります「優しく　思いやりのある態度で患者様に接する」と言うことを職員一人一人がした。医療の原点でもあります「優しく　思いやりのある態度で患者様に接する」と言うことを職員一人一人がした。医療の原点でもあります「優しく　思いやりのある態度で患者様に接する」と言うことを職員一人一人が

反省し、心新たに取り組みたいと思います。各部署でハートライフ病院接遇 10 カ条を徹底致します。待ち時間反省し、心新たに取り組みたいと思います。各部署でハートライフ病院接遇 10 カ条を徹底致します。待ち時間反省し、心新たに取り組みたいと思います。各部署でハートライフ病院接遇 10 カ条を徹底致します。待ち時間反省し、心新たに取り組みたいと思います。各部署でハートライフ病院接遇 10 カ条を徹底致します。待ち時間

に対する苦情が最も多く、皆様に御迷惑をおかけしております。予約時間が守られていないなどの御指摘も多くに対する苦情が最も多く、皆様に御迷惑をおかけしております。予約時間が守られていないなどの御指摘も多くに対する苦情が最も多く、皆様に御迷惑をおかけしております。予約時間が守られていないなどの御指摘も多くに対する苦情が最も多く、皆様に御迷惑をおかけしております。予約時間が守られていないなどの御指摘も多く

ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、ありました。現在、「待ち時間対策委員会」にて検討しており、早急に改善策に結び付けたいと思います。その他、

設備、システム、掲示、駐車場などの改善のご要望も早急に検討、改善いたします。設備、システム、掲示、駐車場などの改善のご要望も早急に検討、改善いたします。設備、システム、掲示、駐車場などの改善のご要望も早急に検討、改善いたします。設備、システム、掲示、駐車場などの改善のご要望も早急に検討、改善いたします。

「透析」「透析」「透析」「透析」「透析」
　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望　スタッフに対する感謝の言葉も頂戴しましたが、患者様の気持ちを考えた優しい対応をして欲しいという要望

も頂きました。設備、食事などの改善の御要望もありました。スタッフ一同で一つ一つの要望を検討し、今後改も頂きました。設備、食事などの改善の御要望もありました。スタッフ一同で一つ一つの要望を検討し、今後改も頂きました。設備、食事などの改善の御要望もありました。スタッフ一同で一つ一つの要望を検討し、今後改

善していきます。善していきます。

「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」「人間ドック」
　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦　職員の対応が親切で良かったというおほめの言葉をたくさん頂戴しました。しかし、待ち時間が長いという苦

情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい情や胃カメラの人数枠をもっと増やして欲しいという要望もありました。今年の課題として検討し、改善してい

きます。

　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。　今回、頂きましたご要望や苦情は一つ一つ各部署で検討し、早めに改善にむすびつけたいと考えております。

職員一丸となってより良い病院とすべく努力する所存ですので、今後とも忌憚のないご意見や提言を頂けますよ職員一丸となってより良い病院とすべく努力する所存ですので、今後とも忌憚のないご意見や提言を頂けますよ

う　お願い申し上げます。

ハートライフ病院　副院長　奥島憲彦　ハートライフ病院　副院長　奥島憲彦　

　今回の調査で、みなさまから次のようなご意見もお寄せいただきました。　今回の調査で、みなさまから次のようなご意見もお寄せいただきました。　今回の調査で、みなさまから次のようなご意見もお寄せいただきました。　今回の調査で、みなさまから次のようなご意見もお寄せいただきました。

●良い先生もたくさんいるのに、少々口の悪い先生やナースのために評価を落としていると思います。職員指良い先生もたくさんいるのに、少々口の悪い先生やナースのために評価を落としていると思います。職員指

　導をもう少し頑張ってください。　導をもう少し頑張ってください。

●●●●●●●●●●待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。待ち時間が長いことがあるので、短く早く診察が受けられたらいいと思う。

●予約の時間の取り方を考えてほしい。予約の時間の取り方を考えてほしい。予約の時間の取り方を考えてほしい。予約の時間の取り方を考えてほしい。

●●痛みのわかる職員であってほしい。痛みのわかる職員であってほしい。

●●●●職員教育はもとより、継続して気持ちの良い病院にして頂きたい。職員教育はもとより、継続して気持ちの良い病院にして頂きたい。職員教育はもとより、継続して気持ちの良い病院にして頂きたい。職員教育はもとより、継続して気持ちの良い病院にして頂きたい。

●医師・看護師は、患者に未来を与え希望を与える人達。未来や希望を奪うような態度を弱っている患者にとっ

　てはいけない。

　貴重なご意見、誠にありがとうございます。紙面の都合上、掲載されていないご意見もありますが、何卒ご

了承ください。今後の参考とさせて頂きます。

44231
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ASUNARO

待ち時間は
いかがでしたか？

気になら
ない
48%

無回答
29%

やや不満
17%

不満
6%

待ち時間が
長かったのは？

無回答
・

特になし
63% 会計

4%

採血
1%

問診
6%

検査
4%

診察
20%

受付
2%

看護師

17%
2%

30%

0%

0%

51%

薬剤師

27%

1%

18%

0%

26%

28%

医師

15%2%

0% 0%

27%
56%

看護助手

23%

2%

0%
6%

27%

42%

放射線科職員

28%

1%

0%

10%
25%

36%

検査科職員

30%

1%

24%

0%

9%

36%

リハビリ職員

38%

0%
0%32%

11%

19%

受付などの一般職員

42%

2%

1%

30%

3%

22%

清掃員

29%
29%

22%
19%

0%
1%

大変良い

やや良い

やや悪い

無回答

大変悪い

接していない

病気や治療に
ついての説明

5%

30%

1%
13%

51%

あなたの話を
よく聞きますか？

4%

27%

1%
14%

54%

あなたの質問に
答えますか？

4%

26%

0%

15%

55%

大変満足している

やや満足している

あまり満足していない

まったく満足していない

無回答

医 師 に つ い て

検査や処置に
ついての説明

4%

31%

0%
15%

50%

あなたの話を
よく聞きますか？

3%

28%

0%

17%

52%

あなたの質問に
答えてくれますか？

51%

19%

0%

28%

2%

大変満足している

やや満足している

あまり満足していない

まったく満足していない

無回答

看護師について

待ち時間について 総 合 評 価

言葉遣いについて

悪い
2%

良い
53%

非常に悪い
0%

無回答
13%

大変良い
32%
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Ｎ
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Ｈ
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Ｎ
２
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イ
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鳥インフルエンザについて鳥インフルエンザについて―
ハートライフ病院ハートライフ病院

普天間　光　彦普天間　光　彦

▲リレンザ ( 左 ) とタミフル ( 右 )
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と
の
密
接
な
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は
避
け
る
よ
う
に
し
て
下

と
の
密
接
な
接
触
は
避
け
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
�

鳥
を
世
話
し
た
あ
と
は
手
洗
い
と
う
が
い
を

実
行
し
ま
し
�
う
�
ま
た
糞
を
処
理
す
る
際

に
は
手
袋
を
着
用
し
て
下
さ
い
�
鳥
の
大
量

死
な
ど
異
常
な
死
に
方
を
発
見
し
た
際
に
は

保
健
所
等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
�

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報
告
に
よ
る
と
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
感
染
者
数
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
�

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
勧
告
で
は｢

Ｈ
５
Ｎ
１
亜
型
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イ
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ル
エ
ン
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の
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流
行
し
て
い
る
い
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の
感
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流
行
し
て
い
る
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の
感
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が
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行
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感
染
が
流
行
し
て
い
る
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す
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な
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す
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す
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な
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な
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な
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限
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な
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す
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予
防
策

　

予
防
策

　

ま
と
め

　

ま
と
め

　

海
外
旅
行

▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ
　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン　　　　　ワクチン

インフォメーションＴＶ設置インフォメーションＴＶ設置インフォメーションＴＶ設置
　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。

　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。

　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ　受付前と、中央処置室前、各病棟にインフォメーショ
ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内ンＴＶを設置しました。各種お知らせや、外来のご案内
などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。などより分かりやすく、皆様に情報をお届けいたします。

　胸やけ外来は、胃食道逆流症、
食道癌、その他食道疾患を対象
とした、専門外来です。
　胃食道逆流食道症の代表的な
症状は胸やけです（その他の症状
としては、ゲップや咽喉の違和
感、咳など色々あります）。

胸 や け 外 来
（毎週月曜日の午前中）

喫煙は、正面玄関を出て左側にある、

喫煙コーナーでお願いします。

喫煙コーナー以外での喫煙は、火災の

危険もありますので、 絶対におやめ下

さい。

皆様のご協力をお願いいたします。

病院内は全館禁煙です

白内障　―はくないしょう―
　白内障は、加齢など様々な原因で、水晶体がすりガラスの
ように濁ってしまう病気。あなたの目は、大丈夫ですか？

①目がかすんだり、ぼやける、
　二重・三重に物が見える。

②まぶしい、明るいところでは、　
　見えにくい。

③老眼鏡をかけても、細かい
　文字が読みにくい。

この様な症状がある方は、一度、
眼科受診をおすすめします。

虹彩

角膜

水晶体
（レンズ）

網膜

前嚢 後嚢

核

皮質

■目の構造 ■白内障の目

　診察は、受付順に行っております

が、救急の患者様がいらっしゃる場

合や、検査・処置の内容によっては、

順番が前後することがあります。

皆様のご協力をお願いします。

診察の順番についてのお知らせ

EMERGENCY TAKES
FIRST PRIORITY
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予
防
策

　

予
防
策

▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ▲インフルエンザ

　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが　インフォメーションＴＶへの、ご意見、ご要望などが
ございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださございましたら、お近くの職員までお問い合わせくださ
い。

悪性腫瘍相談
支援センター開設

　当院では、専門のスタッ
フによる、悪性腫瘍相談
支援センターを開設いた
しました。地域のセカン
ドオピニオン医師の紹介
などを行っております。
　詳しくは、主治医まで
ご相談ください。

県内第１号

気管挿管認定
　昨年 11 月より、ハートライフ

病院で気管挿管を実習していた、

中北消防署の救急救命士、比嘉

信博さんが、１月 12 日に県内第

１号の気管挿管認定を受けまし

た。気管挿管とは、心肺停止に

なった患者の気管に直接チュー

ブを挿入して気道を確保する処

置です。救急救命士が現場での

気管挿管を行えるようになると、救命率が向上し

ます。

　気管挿管認定には、国の定めで 30 症例の実習が

必要で、患者様やご家族のご理解を得て、実習が

行われました。ご協力、ありがとうございました。

　これからも、救急医

療の質の向上のために、

積極的に取り組んで参

りますので、皆様のご

理解とご協力をよろし

くお願いいたします。

比 嘉 信 博さん

県庁で行われた認定書交付式で
気管挿入の実技を行いました。
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イ
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ン
ト
情
報

　　日　　程

１月

１月下旬

2月上旬

2月

4月

4月 4日

4月末 

名　称（場所）

沖縄県綱引き選手権大会 

「杜の賑い」沖縄 

横浜ベイスターズキャンプイン 

沖縄花のカーニバル 2000 「園芸フェア」 

我如古のスンサーミ 

宜野湾市営赤道闘牛大会 

宜野湾海びらき

お問い合わせ

宜野湾市役所

宜野湾市役所 TEL098-893-4411　　西 原 町 役 場 TEL098-945-5011

中 城 村 役 場 TEL098-895-2131　　北中城村役場 TEL098-935-2233

生　

望
月
夏
帆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

第 12 回

院 内 研 究 発 表 会
　院内研究発表会は、毎年チームを編成し、日頃の業務の中でテーマを決めて実行し、結果を分析、改善しようと
言う試みです。医師、看護師、放射線技師や、検査技師、理学療法士、事務など各分野の職員が、一年間の研
究結果を発表しました。本年度のテーマは、「高めよう！医療の質とチームワーク ～職員間のコミュニケーション～」。
当日は、沖縄国際大学 法学部教授の前津榮健氏による特別講演「個人情報保護法の意義と課題」も行われ、大
変有意義な発表会となりました。

名護城跡にて
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ASUNARO

患者様の個人情報の保護について（お知らせ）

　当院では、患者様に安心して医療を受けていただくために、安全な医療をご提供するとともに、患者様
の個人情報の取り扱いにも、万全の体制で取り組んでいます。

個人情報の利用目的について
　当院では、患者様の個人情報を下記の目的で利用させていただくことがございます。これら以外の目的
で利用させていただく必要が生じた場合には、改めて患者様から同意をいただくことにしております。

個人情報の開示･訂正･利用停止について
　　当院では、患者様の個人情報の開示･訂正･利用停止等につきましても『個人情報の保護に関する法律』
の規定にしたがって進めております。
手続の詳細のほか、ご不明の点につきましては窓口までお気軽におたずね下さい。

当院における患者様の個人情報の利用目的
１．院内での利用
（１）患者様に提供する医療サービス
（２）医療保険事務
（３）入退院等の病棟管理
（４）会計･経理
（５）医療事故等報告
（６）当該患者様への医療サービスの向上
（７）院内医療実習への協力
（８）医療の質の向上を目的とした院内症例研究
（９）その他、患者様に係る管理運営業務

２．院外への情報提供としての利用
（１）他の病院、診療所、助産院、薬局、訪問看護ステーション、介護サービス事業者などとの連携
（２）他の医療機関等からの照会への回答
（３）患者様の診療等のため、外部医師等の意見･助言を求める場合
（４）検体検査業務等の業務委託
（５）ご家族等への病状説明
（６）保険事務の委託
（７）審査支払機関ヘのレセプトの提出
（８）審査支払機関または保険者からの照会への回答
（９）事業者等から委託を受けた健康診断に係る、事業者等へのその結果通知
（10）医師賠償責任保険等に係わる、医療に関する専門の団体や保険会社等への相談または、届出等
（11）その他、患者様への医療保険事務に関する利用
（12）臨床研究及び学会等の発表に関する利用

３．その他の利用
（１）医療･介護サービスや業務の維持･改善のための基礎資料
（２）外部監査機関への情報提供

１．上記のうち、他の医療機関等への情報提供について同意しがたい事項がある場合には、その旨を担
　　当窓口までお申し出ください。
２．お申し出がないものについては、同意していただいたものとして取り扱わせていただきます。
３．これらのお申し出は、後からいつでも撤回･変更等をすることができます。



診療科目
●内科
●呼吸器科
●消化器科 (胃腸 )
●循環器科
●小児科
●外科
●整形外科
●皮膚科
●脳神経外科

●泌尿器科
●産婦人科
●眼科
●肛門科
●耳鼻咽喉科
●リハビリテーション科
●放射線科
●麻酔科
●リウマチ科

■予防医学センター
　人間ドック (宿泊･半日ドック )

■糖尿病センター
■内視鏡センター
■人工透析

診 療 時 間
月～金　午前／　9：00～ 12：00
　　　　午後／14：00～ 17：00
　土　　午前／　9：00～ 12：00
土曜日の午後・日曜日・祝日は休診です。

●産婦人科：毎週水曜日 (午後 ) の受付時間
は午後2：30～となっております。
●大腸肛門科：肛門診、Ｓ状結腸スコープ検
査はいつでも受けられます。
※左記以外の時間は救急扱いとなります。

★医師卒後臨床研修指定病院　★日本医療機能評価機構認定病院

24時間救急指定病院
急患の方は、いつでも受付致します。

▲佐
敷・知念方面

南風原・那覇方面

▲

与那原警察署●
サンエー西原シティ●

坂田方面

▲

琉大付属病院●

上原・大謝名方面

上原・大謝名方面

上原・大謝名方面

▲

工業団地

沖縄市方面

▲

成田山●
安谷屋方面

▲

上原・大謝名方面

▲

国道 329 号線

那覇空港から車で 40 分
東陽バス

○30 泡瀬東線 (那覇～新赤道 )
※ハートライフ病院前下車

●
ニューマンニューマン

パチンコ店●　　　●
ほっかほっか亭

あすなろ №44 新春号
編集発行人／特定医療法人かりゆし会編集発行人／特定医療法人かりゆし会

ハートライフ病院　広報委員会
制作／広報委員会　所在地／沖縄県中城村字伊集 208　098-895-3255

URL ／ http://www.heartlife.or.jp　　E-mail ／ info@heartlife.or.jp

お問い合せは、ハートライフ病院 メディカルサービスセンターまで。

電話 (098) ８９５－３２５５( 代表 )

最新の医療技術と最高のスタッフで、あなたの健康をくまなくチェックします。


